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平成 14 年 9 月期通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

 最近の業績動向を踏まえて、平成 14 年 7 月 23 日に公表いたしました平成 14 年 9 月期の

通期業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでご報告致します。 

 

記 

 

Ⅰ. 平成 14 年 9 月期通期連結業績予想数値の修正 

１．通期の業績予想（平成 13 年 10 月 1 日～平成 14 年 9 月 30 日） 

 

                            （単位:百万円,％） 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ A ） 13,000  3,500   2,000 

今 回 修 正 予 想 （ B ） 12,800  3,200 △1,800 

増 減 額 （ B - A ）  △200  △300 △3,800 

増 減 率  （ ％ ） △1.5％ △8.6％   － 

 

 

２．修正事由 

当社の子会社であるソフトバンクベンチャーズ㈱が運用するファンド（当初出資金

214.5 億円、累計配当金額 399 億円、同成功報酬額 159 億円（同社直近決算期（平成 13

年 12 月）末現在の為替レートによる換算）、IRR＝32.16％（同直近決算期末現在））の契

約満了を控え、ファンド契約に基づき残存投資先の再評価を実施したところ、昨今の世界

的な市場環境の悪化を受けて成功報酬の一部払戻し（24 億円）の可能性が認められたため、

これを特別損失として引当計上する一方、これに合わせて同ファンドのために計上してい

た繰延税金資産の回収可能性が低下したと判断し、これを取崩して税金費用（11 億円）を

認識する保守的な処理を行ったためであります。 



 2

 

Ⅱ. 平成 14 年 9 月期通期（単体）業績予想数値の修正 

１. 通期の業績予想（平成 13 年 10 月 1 日～平成 14 年 9 月 30 日） 

 

                            （単位:百万円,％） 

 売 上 高 経 常 利 益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想 （ A ） 8,000  2,800   1,600 

今 回 修 正 予 想 （ B ） 8,500  2,900 △2,300 

増 減 額 （ B - A ）   500    100 △3,900 

増 減 率  （ ％ ）  6.3％   3.6％   － 

 

 

２．修正事由 

当社の子会社であるソフトバンクベンチャーズ㈱の整理に伴って発生する可能性が生

じた成功報酬の一部払戻し等の費用を、特別損失として保守的に引当計上する処理を行っ

たためであります。 

 

 

３．今期の配当政策について 

当社は原則として当期純利益（単体）の 20％を目処に（配当性向 20％にて）配当を実

施してまいりましたが、上記の通り今期は純損失（単体）が発生する見通しとなりました。 

今期につきましては当初の業績予想である当期純利益（単体）1,600 百万円の 20％を目

処に、東証一部上場記念配当（仮称）の実施を平成 14 年 9 月期に関する定時株主総会の

議案とさせていただく予定であります。 

 

以上 
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 本プレスリリースに関するお問い合わせ先 

  ソフトバンク・インベストメント株式会社 ＩＲ室  03-5501-2711 


